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日本キリスト教会靖国神社問題特別委員会
＜祈りのために＞

「今日わたしが命じるこれらの言葉を心に留め、子供たちに繰り返し教え、家に座っているときも道を歩くときも、寝ているときも起きているときも、これを語りなさい。」

（申命記6章6･7節）

　「申命記」という名称は漢訳聖書に由来し、「重ねて命令する」という意味をもつようです。そもそもヘブライ語聖書では「これらは ことばである」という書名です。申命記はモーセの告別説教のかたちで記されています。モーセと民は、主なる神の導きの許に40年に亘る荒野の旅を終えようとし、約束の地であるカナンを目前にしています。ヨルダン川の東岸に立つモーセが再びイスラエルの民に向って律法の解き明かしを始めるのです。

モーセ自身はカナンの地に入ることができませんでした。彼はエリコの向いにあるビスガの山頂から約束の地を見渡すことを許されましたが、ヨルダン川を渡る直前に召されます。モーセは自分たちが召された後の世代にも、主から託されたみ言葉に従い、約束の地において信仰者として確かな歩みを重ねるように、民に語りかけます。

上記に掲げたみ言葉の直前の6章4･5節には｢聞け､イスラエルよ｡我らの神､主は唯一の主である｡あなたは心を尽くし､魂を尽くし､力を尽くして､あなたの神､主を愛しなさい｣という有名なみ言葉が記されます｡主イエス･キリストご自身もこれを最も重要な第一の掟であるとお語りになります(ﾏﾀｲ22:38)｡唯一であられる神を心身ともに､自分の全てを集中して､愛しなさいと言うのです｡この愛は命令として記されています｡そもそも人間には全力をもって神を愛し抜くことができないのです｡この神に向けるべき愛は情緒的な愛ではありません｡むしろ下位の者から上位の者に対して持つ親密な信頼を基いとする愛です｡今日に至るまで自分達を導いてくださり､守り､支え続けてくださった唯一なる方に対する感謝の応答が主を愛することであり､この愛は命令され続ける愛なのです｡

また、この愛の戒めは個人的に厳守すれば良いというものではありません。むしろ信仰の共同体に向けられた重要なみ言葉であり、後の世代に語り継ぐべき信仰そのものです。すなわち「子供たちに繰り返し教える」ことが要求されているのです。神への愛を生活の一部として、家に座っているときも道を歩くときも、寝ているときも起きているときも、いつも、どこででも覚え続けなければなりません。覚え続けなければ、いつの間にか忘れてしまうのです。　

　私達が覚え続け、後の世に残してゆかねばならないことが多くあります。信仰の継承を欠かすことはできません。また、世に誇るべき憲法第9条も失われてはなりません。戦後「陸海空軍その他の戦力は、これを保持しない」と定められながらも自衛隊が組織され、国内に留まることをせず、平和維持と称して海外に派遣されています。さらに武力行使が前提になる集団的自衛権の容認が具体化されつつあります。残すべきことを世に残し、唱え続けるべきことを唱え続けねばならないのです。

（祈り）主イエス･キリストの父なる神様、この国を支えてください。二度と過ちを犯すことがありませんようにお守りください。アーメン。

森下一彦(北見教会牧師、北海道中会ヤスクニ･社会問題委員)
「ヤスクニ問題とわたし」　　　　　　　　　　　　　　　　　　
多田　滉（岐阜教会牧師）
　「神はただひとりであるという命題の真理とぶつかって、アドルフ・ヒトラーの第三帝国は滅びてしまうであろう」、とＫ.バルトが書いたのは、ナチス政権が未だ正に猖獗（しょうけつ）を極めている一九四〇年のことでした(教会教義学･神論､邦訳Ⅰ/3)。権力世界は常に腐敗に傾きやすい（アクトン郷）ので、見張りを必要としますが、そういう国家法に基づく領域を、福音的自由の律法に基づく教会法に生きている場から見ると、国家の陥りがちな欠陥がはっきりと浮かび上がって来るからでしょう。そのようにして、私たちの教会が「ヤスクニ問題」を信仰告白の闘いと位置付けて歩んで来た道に、感謝は尽きません。
　私たちの国の宗教の歴史は、古来一貫して政治権力によって圧迫され、妥協や時には息の根を止める程の圧力下の歴史でした。それによって、「国家」と「教会（宗教）」の関係は、あるべき健全なバランスを著しく欠いたものとなり、その為に「国家」機能そのものが、いまだに不全状態に陥りがちです。その一端は政治への国民の倦怠感となり、選挙の度に投票率の低さとなって現れます。とすれば、私たちの国にも（更には現代世界にも）必須のことは､「神のものは神に返す」という壮大な領域の回復、つまり「伝道」です。それによって「皇帝のものは皇帝に」の限定を明確にすることです。政治権力が本来の域を犯して、人の心や魂にまでもその手を伸ばす暴挙に走りだし､その為の画策をめぐらそうとする昨今、その急務を感じています。
　一方、多数決原理や政治闘争の場である｢国家」領域という環境の只中で、「教会」は嵐に浮かぶ「箱舟」のようです。主イエスは、ピラトによる裁きの場で、「わたしの国は、この世には属していない。」（ヨハネ18:36）と宣言されました。それによって、数や物量が物を言う権力世界の只中で、そういう物理的示威的な力に全くよらない力によって立つ信仰の独自の領域をお示しになったと言えます。再度バルトの言葉が胸をよぎります。「われわれは、場合によっては、まさしく民族との連帯性のゆえにこそきわめて孤独になる、ということを我が身に引き受けねばならない」（召し/召命）。（民族は兎も角、）連帯性の故にであって、逃避や安全地帯確保のためではありません。この世の只中の、激しい現実に面して立つ教会と独りひとりの信仰者は、政治世界に向けての証しと信仰告白の為に、心してこういう姿勢を保つことが大切だ、と思っています。
[image: image1.jpg]


憲法問題 Q and A　＜国民の権利及び義務＞
問い…自民党は「日本国憲法改正案」をなぜ作ったのですか。

答え…現憲法がアメリカの占領体制の中で作られたものだから、主権国家にふさわしい自主憲法制定が必要と言っています。

問い…一言で言って、どのような国づくりを目指す憲法改正ですか。

答え…現憲法を廃止して、明治憲法に逆戻りするような理念が一貫　　　　　　　　しています。国民主権から天皇主権に変更し、完全戦争放棄を捨てて国防軍を持ち、戦争の出来る国にします。個人の自由より公益の名のもとに国家の管理が優先します。（「ヤスクニ通信2013年12月、2014年2月号」参照）自民党のＱ＆Ａでは「天賦人権説」を見直す、あるいはこのような規定は改めるとあります）

問い…現憲法の第三章の国民の権利及び義務については、どのような変更ですか。

答え…現憲法11条は基本的人権の享有です。人権は憲法以前に神（天）から与えられたものです。憲法はこの人権を保障するためにあり、「永久の権利として、現在及び将来の国民に与えられる。」であるが、改正案は「権利である」で止め、「永久の権利として・・国民に与えられる」を削除しました。以後人権のいろいろな面に制限が加えられています。

問い…それはどのような制限ですか。

答え…12条（自由・権利の保持の努力と濫用の禁止）、13条（個人の尊重・生命、自由及び幸福の追求と公共の福祉）、21条（集会・結社・表現の自由）、29条（財産権）等が保障する権利には改正案では「公益及び公の秩序に反しない」との制限が付いています。改正Ｑ＆Ａでは「反国家的行為を取り締まることを意図したものではありません」とことさら解説していますが、公の秩序に反しているかどうかの判断は政府がするならば、「国民の権利は全て権力者の恣意によってどのようにでも制限されかねないことになる」(結城洋一郎)恐れがあります。又20条「信教の自由」では「社会的儀礼又は習俗的行為の範囲をこえないもの」との条項を新たに加え、現憲法の国家の特定宗教との関わりを禁止した政教分離規定を骨抜きにしています。戦前は国家と神道の特別な関わり（国家神道）によってキリスト教のみならず、他の宗教や国民に信教の自由が許されず、神社参拝を強要されたり、宗教弾圧を受けたりしました。あらゆる自由が制限されます。

問い…平等性についてはどうですか。

答え…改正案前文には「天皇を戴く国家」とあり、第14条（法の下の平等）の３項栄誉、勲章等の授与に関し改正案には「いかなる特権も伴わない」を削除、15条公務員の選挙に「日本国籍を有する」を加え外国人参政権を否定するなどから、実質差別が進行し、平等でなくなります。
問い…現憲法に少しの文言の追加や削除で、今まで当たり前であった個人の人権が侵されるのですね。

答え…憲法改正推進者たちは、内緒でしているのではありません。個人は国家のために尽くすものであるとの思想を全面に打ち出しているのです。私たちは丁寧に、熱心に改正案を学び、正当に信仰の告白として批判していかなければなりません。※「神はご自分にかたどって人を創造された。神にかたどって創造された。」（創世記1章27節）この自由を得させるために、キリストはわたしたちを自由の身にしてくださったのです。だからしっかりしなさい。奴隷の軛（くびき）に二度とつながれてはなりません。」（ガラテヤの信徒への手紙５章１節）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加藤正勝（滝川教会牧師）

<良書紹介>

『 安保条約の成立-吉田外交と天皇外交 』 （豊下楢彦著　岩波新書）
　　　　　　　　　　　金子　庸雄（多摩ニュータウン永山伝道所）

今、国会では安倍首相によって集団的自衛権を現憲法の解釈変更で行使できるように提言され、内閣の閣議決定でどんどん進めようとしています。私は戦後１９４７年に生まれ、新憲法のもとで教育を受け1970年には学生時代に「７０年安保改正」を体験しました。私の常識からすれば、安保条約は１９５１年の成立時はアメリカとの間に不平等はあったかも知れないが、１９６０年、１９７０年と改正され対等なものへ変えられたと思っていました。ところが、本書を読んで、考えが一変しました。吉田茂総理大臣がサンフランシスコ講和と安保条約の締結の日本外交に大きな役割を果たしたイメージを持っていましたが、昭和天皇に叱られて嫌々条約交渉に出かけたことなど、安易にアメリカに妥協して国益を損なった総理大臣とのイメージを持つようになりました。昭和天皇に対するイメージも大いに変わりました。戦後の新憲法では、天皇は元首ではなく国民の象徴になったはずなのに、マッカーサーとも１１回にわたって会談し、ダレスとも食事会などを開催して政治的意見を表明していること等です。天皇にとっては、国体とは天皇制を維持することであり、東京裁判でアメリカはＡ級戦犯を裁きましたが、昭和天皇に対しては戦争責任を追及しませんでした。アメリカは天皇を政治利用したと言えると思います。

安保条約の成立の時は、朝鮮戦争がありました。もし当時集団的自衛権が日本にあれば、当然日本も参戦したでしょう。集団的自衛権を行使するという意味は、すなわちアメリカ軍の撤退を意味しますから、当時の日本で出来るわけがありません。自衛隊もなくアメリカに依存していた日本は経済的利益のみ享受しました。アメリカの本音は「望むだけの軍隊を、望む場所で、望む期間だけ駐留させる権利」を確保することだったから、日本は全土にわたって基地を提供する代わりに、アメリカに戦争をしてもらったわけです。安保条約の問題は、日本は基地を提供する義務を負うが、アメリカは日本を防衛する義務はない点です。不平等極まりない条約です。
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著者の説は、あくまで仮説だと思いますが説得力があります。仮説から実証に努めておられる学者魂に頭が下がります。日本の外務省や宮内庁は資料を公開していません。特に天皇の交渉記録などは秘密保持されています。アメリカは戦後７０年たって徐々に情報を公開しているようです。

安倍首相が憲法を変えたい、集団的自衛権を行使したいと言っているのは、まさか戦前の「大東亜共栄圏」を夢見ているのではないのでしょうか？そもそも安保条約そのものが集団的自衛権という考え方に立っていないことを本書から学びました。今、アメリカも米軍再編の途次です。戦争ばかりしてきたアメリカは、もう世界の警察官をやめたいのかも知れません。今後の日本にとって大切なことは、憲法を形骸化させないことだと思います。

＜編集を終えて＞

今日の右傾化には教会に責任があると考える。教会には神の義に対する罪の告白が求められ、戦争に加担した教会の戦争責任罪責告白がある。この罪責告白によって日本人を説得すべきであったが、それを放棄したままにして今日に至っている。そのつけがここに来ているのではないか。
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